
「Ｍｇ‐Ⅾａｙ IN FUKUSHIMA

at The Great East Japan Earthquake and Nuclear Disaster Memorial Museum」
（東日本大震災 原子力災害 伝承館）

公開セミナー（現地及びWeb会議）
後援：東北大学、福島イノベーションコースト構想推進機構、産総研、東京電機大学、沖縄県久米島町、産業新聞社他

１２月１６日（水） １３時３０分～１５時３０分

１３：３０ 開会 ＜公開セミナー＞ 閉会1５：３０

①ご来賓挨拶 13:30～13:40

産総研 福島再生可能エネルギー研究センター長 古谷 博秀様
②活動概要説明（福島は農業・漁業そして次世代産業の拠点） 13:40～14:00

代表理事 熊谷 枝折
会長 坂本 満

③水素社会実現に向けたFREAの取り組み 14:00～14:30

産総研 福島再生可能エネルギー研究センター長 古谷 博秀様
（質疑応答）10分

（休憩） 10分程度
④Mgのグリーンな製錬（精練） 製錬部会長 14:40～14:55

東北大学 多元物質科学研究所 教授 柴田 浩幸
⑤Mg製錬の為の電力供給 応用部会 14:55～15:10

東京電機大学 工学部 電気電子工学科 教授 桝川 重男
（質疑応答・デイスカッション）15:10～15:30

https://www.fipo.or.jp/lore/


会場（現地及びWeb（webex利用会議） 2020.12.16

http://www.soleil-energy.jp

東日本大震災・原子力災害伝承館
https://www.fipo.or.jp/lore/
The Great East JapanEarthquake  and  Nuclear  Disaster Memorial  Museum

（アクセス）

〒979-1401 
福島県双葉郡双葉町大字中野高田39 
https://www.fipo.or.jp/lore/access

※掲載（伝承館殿の）画像は福島県
のホームページからのものを使わせ
ていただいております。

http://www.soleil-energy.jp/
https://www.fipo.or.jp/lore/
https://www.fipo.or.jp/lore/access


ファーストステップ：提案 「マグネシウム製錬実証試験設備の構築」

日本独自のマグネシウム生産拠点の確立

Fukushima Green Power Supply Systems Project（案）

苦汁（にがり）

再エネ電力及び余剰時の電力
海洋深層水の組み上げ

Mg生産

海洋深層
水発電 .

久米島・海洋深層発電所からの発電エネルギーと再エネ及び余剰時の電力を蓄電した電力を上
手に利用した世界初の「グリーンピジョン法」、 「マイクロ波ピジョン法」、「ビームダウン熱還元法」
及び「グリーン電解法」による国内独自の技術で国内初のマグネシウム生産実証を実現する。

Mg地金

Mg空気電池

再エネに限
らず
余剰時時の
電力を利用.



福島イノベーションコースト殿へのチャレンジの項目（ご検討事項）
１．人工燃料としてのエネルギーキャリアには水素の他にMgがあります。

＊他にアンモニア等あり各物質の特徴をうまく組み合わせて代替エネルギーとして開発する事が必要。

２．福島県水素実験フィールドでの優位点
ソーラーパネルや内陸にある水力発電等からのエネルギーを工面できる。
深海に面していて豊富な資源を獲得できる場所にある。

３．久米島モデルの転用
①海洋深層水の組み上げ
組み上げのエネルギーはソーラー発電や余剰電力から行う。

②火力発電所での温度差発電、波力発電と蓄電システムの組み合わせから
豊富な電力をうまく使えるのでは？

③現在構築中の「グリーンパワーサプライシステム」が生かせる。
④新産業の創出の可能性大（マテリアルや農業など）

４．調査事項
①海洋深層水でのトリチウム等の確認
②海洋深層水での温度や成分の確認

５．福島は農業・漁業があって次世代産業があるのでは？





海洋深層水

ろ過

濃縮

煎ごう

苦汁

沈殿

Mg（OH)2

MgO

清浄飲用水

塩

脱水

揚水工程

ろ過工程

採かん工程

煎ごう工程

抽出工程

脱水工程

CaO、Ca(OH)2
水溶液投入

海水由来のMgO製造

Mg製錬装置 ※「還元は石灰窒素を用いた方法と炭素を用いた方法を開発」
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マグネシウム循環システム構築と産業化
１．Mgのエネルギー利用技術体系確立

Mg電池→水酸化物残渣の製錬原料化→製錬→Mg素材加工→Mg電池
↓↑ ↑

海水からの原料調整 Mg素材リサイクル

２．電池残渣の再原料化及び海水からの原料取得

３．リサイクル技術（製錬技術）の技術開発
１）エネルギー革新 再エネ＆余剰エネルギー利用
①海洋温度差発電電力・再エネ電力による製錬

２）原料革新
①海水／苦汁プロセス （製錬工程への地産地消原料供給）
②電池残渣の再処理プロセス （同上）

３）プロセス革新
①再エネ電力による熱製錬（グリーンピジョン法）
②再エネ電力による電解製錬
③再エネ電力によるマイクロ波利用熱製錬（マイクロ波Pidgeon法）

久米島プロジェクトのポリシー
（マグネシウム循環システム構築と産業化）



現状の久米島深層水の汲み上げ量は13,000ｔ／dayで、ミネラル量は水深600ｍな
ので表層水とあまり変わらない。（塩分34‰、Mg 1300mg／Ｌ）。

久米島深層水からの製錬量試算 2019.1.17

＜現状の上記数値から＞※1300mg = 1.3g 1ℓ = 1000g (正確には海水は1020g～1030ｇ、簡略化のため真水と同じで計算、
よって、海水に含まれるＭｇは、1.3/1000⇒13,000ton x 1.3/1000 = 約16.9 ton

16.9t/dayのMgの回収率が仮に50％として、8.5t/dayの金属Mgを生産、国産化
が実現し中国依存から脱却できる250円/kgで販売すると、一日の売上げは、
2,125,千円、年間250日稼動、年間売上、531,250,千円。
＜今後の計画から＞
海洋深層水のくみ上げ量が10倍になり、Mgの生産量も10倍になれば、年間売上
げは、5,312,500,000円にもなる。久米島として約50億円/年の規模の事業。
※当数値はマグネシウムの最近の国内需要の約半分に相当。

＜考察＞
Mgを常用電源用のエネルギーキャリアにするには、約50円/㎏を目指す必要が
ある。その場合、Mgのみの売上は、5分の1になるが、電池や構造材などに関わ
る産業もでき、更に大きな経済効果になると見込まれます。



Mg-Day in SENDAI Ⅱにて、現地視察（2019.11.13）
（仙台→浪江町→郡山）

浪江町役場
の皆さんで
ご説明いた
だきました。



年/月 開催名 基調講演/会員講演など 日程・場所 会場

2020年７月
第1回 協議会
（Web会議）

佐賀大学の海洋
エネルギー研究センター

池上 康之 教授
海洋エネルギー利用の高度化と

将来展望

令和2年7月21日（火）
10：15～11：45
協議会

13：15から１５:45

開発委員会

webex会議

9月
題2回 協議会
（公開セミナー））

ＳＤＧｓの実現に向けて
１．協議会が目指す循環社会

（坂本会長）
２．製錬部会からの報告

（柴田製錬部会長）
他 合金部会、電池部会より

令和2年9月9日（水）
13:00 開発委員会

14:45 協議会接続

1５:00から16：30
公開セミナー

Webex会議

12月
第3回 協議会
（公開セミナー））

「福島グリーンパワーサプライシステム」
１．福島は農業・漁業そして次世代

産業の拠点 坂本、熊谷
２．水素実験フィールドについて

産総研 古谷センター長
３．Mgの製錬（精練）

東北大 柴田先生
4．Mg製錬の為の電力供給

東京電機大 桝川先生

令和2年12月16日(水）
13:00 開発委員会
14:00 協議会

15:00 公開セミナー

福島県内
及びｗｅｂ会議
（双葉町）

東日本大震 原子力
災害

伝承館

2021年3月

第4回 協議会
「Mg－Day  in ＯＫＩＮＡ
ＷＡ」 又は
「Mg－Day  in ＫＵＭＥＪ
ＩＭＡ Ⅱ」

講演者未定

久米島・海洋深層水プラント視察
２０２０ ワールド・エコノ・ムーブ・グランプリ最終
戦視察予定

令和3年3月22日（月）予定

3月20日（土）～21日(日）２０２０ ワー

ルド・エコノ・ムーブ・グランプリ最終戦

具志川農村環境改善セン
ター

http://mice.okinawas
tory.jp/venue/366/

または
「沖縄産業支援センター」
https://www.okinawa
sangyoushien.co.jp/

２020年度 協議会の開催計画 2020.11.16 http://www.soleil-energy.jp

http://mice.okinawastory.jp/venue/366/
https://www.okinawasangyoushien.co.jp/
http://www.soleil-energy.jp/


宿泊場所 2020.12.16 http://www.soleil-energy.jp

http://www.soleil-energy.jp/


「Ｍｇ‐Ⅾａｙ IN FUKUSHIMA

at The Great East Japan Earthquake and  Nuclear  Disaster Memorial  Museum」
ご参加について

マグネシウムは地球上にほぼ無限と言えるほど存在している元素で、電池は
もとより合金、構造材、建材等に広く使われています。リサイクルを行い、循環
サイクルを実現することも可能です。21世紀に地球が直面する最も大きな課題
の一つに、持続可能な方法でエネルギーを生産し消費することがあります。
今回は、コロナの影響により現地とwebでの参加者を結ぶweb会議方式となり
ますが、多くの皆様にご参加いただけますようにお願いいたします。
「Cisco Webex」によるWeb会議。参加のお申し込みをいただける方に会議招
待メールを事務局よりお送りします。また現地での参加ご希望の方も事前に
下記宛にご連絡ください。 別途ご案内申し上げます。
◎お問い合わせ先
一般社団法人マグネシウム循環社会推進協議会 http://www.soleil-energy.jp

事務局長 熊谷 枝折 E-mail s-kumagai@ksf.biglobe.ne.jp
TEL     090-3752-0002 

事務局 高田 賢一 E-mail ktakada@fujisash.net
TEL    0968-78-2123

http://www.soleil-energy.jp/
mailto:s-kumagai@ksf.biglobe.ne.jp
mailto:ktakada@fujisash.net


（現地及びWeb及び会食に関して）
2020.12.16

http://www.soleil-energy.jp

１．入出時は手洗い、アルコール消毒を必ず実施しよう。
２．手洗いやアルコール消毒は、指先まで忘れずに！
３．会話をする時には、必ず、マスクをしよう！
４．食べる時にだけマスクを外し、食べながら話はしない！
５．体調が悪い時や体温が高い時には参加しない。
６，お互いの健康に気遣おう！ ※下記掲載画像は伝承館殿の

画像のホームページからのものを
使わせていただいております。

http://www.soleil-energy.jp/

